
Information 情 報 掲 示 板

「
ヨ
ガ
」
教
室
の
参
加
者
を

募
集 

●
日
時
＝
毎
週
火
曜
日

　

19
時
30
分
～
20
時
45
分

●
場
所
＝
札
元
１
丁
目
公
民
館

●
対
象
者
＝
高
校
生
以
上

●�

内
容
＝
ポ
ー
ズ
、
呼
吸
、
瞑
想

を
行
う
ハ
タ
ヨ
ガ

●�

参
加
料
＝
２
回
分
で
２
，
０
０

　

０
円
（
体
験
チ
ケ
ッ
ト
）

●�

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

１
１
７
６

「
第
２
回
ば
ら
ら
杯
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」
の
参
加
者
を
募
集

●
期
日
＝
10
月
13
日
（
日
）

●
時
間

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
＝
10
時
～
12
時

※�

グ
ル
ー
プ
参
加
や
、
ダ
ン
ス
・

コ
ス
プ
レ
な
ど
も
で
き
ま
す
。

　

歌
声
自
慢
部
門
＝
13
時
～
15
時

●
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

●�

定
員
＝
各
部
門
16
組
（
定
員
に 

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●�

参
加
費
＝
一
組
２
，
０
０
０
円

●
応
募
期
限
＝
10
月
４
日
（
金
）

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

９
月
21
日（
土
）か
ら
30
日（
月
）

ま
で
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー 

乗
せ

て
走
ろ
う 

秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
較

す
る
と
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
死
亡

事
故
の
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故

や
、
交
差
点
内
で
の
事
故
の
割
合

が
高
い
状
況
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
家

庭
・
職
場
で
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
、
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○�

歩
行
中
は
車
に
注
意
し
、
横
断

歩
道
は
左
右
を
確
認
し
て
渡
り

ま
し
ょ
う
。

○�

夕
暮
れ
や
夜
間
の
歩
行
時
は
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○�

夕
暮
れ
時
に
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。（
自

転
車
も
含
む
）

○�

駐
車
場
で
は
、
進
行
方
向
に
対

し
前
向
き
に
駐
車
し
ま
し
ょ

う
。（
い
わ
ゆ
る
出
船
駐
車
）

○�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
席
着
用
し
、

子
ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

結
核
予
防
週
間

　

９
月
24
日（
火
）か
ら
30
日（
月
）

ま
で
は
「
結
核
予
防
週
間
」
で
す
。

　

全
国
で
、
年
間
約
２
万
３
千
人

の
新
規
結
核
患
者
が
発
生
し
、
約

２
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
要
注

意
で
す
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

○�

せ
き
が
２
週
間
以
上
お
さ
ま
ら

な
い
。

○�

微
熱
や
た
ん
、
倦
怠
感
が
続
い

た
り
、
血
た
ん
が
出
る
。

○
胸
に
痛
み
が
あ
る
。

　

市
や
職
場
の
検
診
を
積
極
的
に

受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ
２
１
１
０

障
が
い
者
就
職
面
接
会
を

開
催

●
日
時
＝
9
月
27
日
（
金
）

　

14
時
〜

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

●�

内
容
＝
障
が
い
者
の
雇
用
を
検

討
し
て
い
る
事
業
者
に
よ
る
就

職
面
接
会

※�

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
障
が
い
者
窓
口
に

事
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
１
３
５

全
国
一
斉
！
「
法
務
局
休

日
相
談
所
」
を
開
設

●
日
時
＝
10
月
6
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時

●
場
所
＝
市
中
央
公
民
館

●
相
談
の
内
容

○�

登
記
＝
不
動
産
登
記
関
係
全
般
、

会
社
・
法
人
の
設
立
、
役
員
変

更
等
の
登
記
関
係
全
般

○�

戸
籍
＝
出
生
、
婚
姻
、
養
子
縁

組
、
帰
化
等
の
問
題

○�

供
託
＝
土
地
建
物
の
地
代
家
賃

の
弁
済
の
た
め
に
行
う
供
託
等

の
問
題

○�

人
権
＝
家
庭
内
暴
力
、
家
族
間

の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
、
遺

言
等
の
問
題

●�

相
談
員
＝
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
人
権
擁
護
委
員

●
相
談
料
＝
無
料

問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

６
７
９
０

公
証
役
場
を
ご
存
じ
で
す
か

　

公
証
制
度
と
は
、
金
銭
貸
借
な

ど
の
大
切
な
契
約
書
や
遺
言
書
な

ど
に
つ
い
て
、
公
証
人
が
作
成
す

る
公
正
証
書
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

の
防
止
を
図
る
制
度
で
す
。

　

次
の
場
合
に
は
、
公
証
役
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

遺
産
を
め
ぐ
る
争
い
を
防
ぐ
た

め
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の

遺
言
を
し
て
お
き
た
い
と
き

○�

金
銭
消
費
貸
借
、
借
地
借
家
、

債
務
弁
済
、
売
買
、
任
意
後
見
、

養
育
費
等
の
大
切
な
契
約
を
公

正
証
書
で
作
成
す
る
と
き

○�

私
署
証
書
の
認
証
、
外
国
文
認

証
、
宣
誓
認
証
、
定
款
認
証
、

確
定
日
付　

な
ど

　

公
正
証
書
に
は
、
強
い
証
拠
力

と
裁
判
を
経
な
い
で
強
制
執
行
で

き
る
執
行
力
が
あ
り
ま
す
。

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、

鹿
屋
公
証
役
場
で
は
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
鹿
屋
公
証
役
場

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

３
３
３
９

「
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務

相
談
所
」
を
開
設

　

県
司
法
書
士
会
、
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
及
び
南
九
州
税
理
士
会

鹿
児
島
県
連
合
会
で
は
、
10
月
１

日
「
法
の
日
」
の
記
念
事
業
と
し

て
、
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
12
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

●�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
情

報
研
修
室
Ａ

●
内
容

○�

土
地
建
物
の
登
記
に
関
わ
る
事
項

○�

土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、

境
界
に
関
す
る
事
項

○
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事
項

○�

所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、

そ
の
他
税
務
一
般
に
関
す
る
事
項

○
遺
言
等

○
成
年
後
見
手
続
き

○�

裁
判
手
続
や
裁
判
所
に
提
出
す

る
書
類
の
相
談
等

○�

消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請
求

問
題

○
供
託
に
関
す
る
事
項

●
相
談
料
＝
無
料

問
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９ｰ

２
５
６ｰ

０
３
３
５

  

　市では、新たに新規開業及び魅力ある専門店等の出店を行う商店街・通り会・商工会並びに個人
等に対し、「空き店舗活用促進事業補助金」を交付し、市の商店街活性化を支援します。
　市内の空き店舗を利用して、新たに魅力あふれるお店を創業してみませんか。

●対象者
○商店街振興組合等団体
○商工会
○商店街等又は商工会の同意を受けた個人等
○社会福祉法人
○特定非営利活動法人

●対象事業
○�空き店舗を新たな事業実施の拠点又は不足業

種補完のための活動拠点として活用する事業
※ 既に開業している店舗は、対象になりません。

●対象経費
区　　分 補助金の基準

創業に要する経費
（※食料費は対象外）

対象経費の２分の１以内と
し、30万円を上限

空き店舗活用促進事業をご活用ください

問 市商工観光課（2階）　☎0994-31-1164

●その他
○�申請件数が多数の場合は、予算枠を超えた時点

で申請を締め切ります。
○�対象区域が設定されていますので、詳しくはお

問い合わせください。

お
知
ら
せ

　現在、国民年金保険料の納め忘れの期間がある人に、平成 27 年９月までに限り、さかのぼって納めるこ
とができる後納制度があります。ぜひ、ご利用ください。

国民年金の後納制度をご利用ください！！

●納付できる人
　年齢によって納付できる人が異なりますので、ご注意ください。

●受付期間
　○月～金曜日＝８時 30 分～ 17 時 15 分（月曜日は 19 時まで）
　○第２土曜日＝９時 30 分～ 16 時　
　※ 祝日、12 月 29 日～１月３日はご利用できません。

問鹿屋年金事務所　☎0994-42-5123　国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570-011-050

20 歳以上 60歳未満 60歳以上 65歳未満 65歳以上

　※ 老齢基礎年金を受給中の人は、申し込みできません。

10 年以内に納め忘れの期間（納
付・免除以外）や未加入期間が
ある人

10 年以内に納め忘れの期間（納
付・免除以外）や未加入期間があ
るほか、任意加入中に納め忘れの
期間がある人

年金受給資格がなく任意加
入中である人　など
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